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（2）　AT版と略記するのはアダン・タヌリ版全集（“Œuvres de Descartes”, publiées par Ch. Adam & P. Tannery, 12 
tomes, Paris, 1897―1913, 1996）。AM版とはアダン・ミロー版書簡集（“Descartes. Correspondance”, publiée par 
Ch. Adam et G. Milhaud, 8 tomes, Paris, 1936―1963）。当該書簡はすべて前者では第3巻，後者では第5巻にあり，
それぞれAT―3，AM―5と表示し，その後に :で結んで頁数を示す。




（5）　以上，Baillet―2: 150―151。AT―3: 525―526/AM―5: 149―150も，「2月2日レギウスよりの書簡」として採録。
（6）　以上，Baillet―2: 153。AT―3: 527―528/AM―5: 152も「2月17日レギウスよりの書簡」として採録。
（7）　以上，Baillet―2: 153―154。AT―3: 534―535/AM―5: 156―157も「3月5日レギウスよりの書簡」として採録。
（8）　以上，Baillet―2: 155―156。AT―3: 557―558/AM―5: 184―185も「3月31日レギウスよりの書簡」として採録。
（9）　たとえばAT―7: 584―5。なお，Desmond. M. Clarke, “Descartes, A Biography”, Cambridge, 2006, Ch. 8（pp. 
218―247）参照。
（10）　便宜上，Magistratusを「行政官」，Consulを「執政官」と訳し分けておいた。前者から年ごとに後者が選
出される。
【翻訳】1642年，デカルトからレギウスに宛てられた3通の書簡
― 69 ―
（11）　2月2日付レギウスからの手紙に対する返書か。本訳稿前文参照。
（12）　『マタイによる福音書』第5章第10節，山上の説教10に，「義のために迫害される人びとは幸いである」
とある。
（13）　スタンピオンはアムステルダムの数学者。彼とウェッセネル青年との間の数学についての有名な賭けに，
デカルトも巻き込まれることとなった。Baillet―2: 51―52参照。
（14）　AT版，AM版ともにファンデル・ホルクとする。なお，第8段落にもほぼ同趣旨の文がある。
（15）　AM版によれば，1639年6月22日，29日，7月6日，13日の4度に分けてユトレヒトで討論されたテーゼ。
（16）　前註（14）参照。
